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1. まえがき 

SDGsで提唱されているような地球環境に配慮して、製品寿命を長期化させる技術が注目を集め

ている。しかし、金属材料は使用環境など外的要因によって腐食することで、金属製品の故障や

劣化を引き起こす。そこで、金属材料の耐食性を向上させる表面処理技術として薄膜の一種であ

る DLC (Diamond like Carbon) をステンレス材に成膜し、耐食性の向上を検討した。本研究では

DLCを用いて代表的な酸およびアルカリの化学溶液に対する耐食性を調査した。 

 

2. 実験方法 

DLCは成膜の際にピンホールなどの欠陥が発生し、その点から腐食が進行する課題がある。そ

のため、DLCコーティングを 1 回施した SDLC (Single coating DLC) に加えて、2 回コーティング

した DDLC (Double coating DLC) および比較用の SUS を用いて耐食性向上を検討した。 

本研究では、汎用金属として知られる SUS304基板（90mm×10mm×1mmt）の全面にイオン化

蒸着法を用いて DLCコーティングを施した。試験方法として「JIS T 0304 金属系生体材料の溶出

試験法」に基づいた 1 週間の浸漬試験を行った。浸漬試験の条件として塩酸、硝酸では濃度を pH 

= 1.00とし硫酸では 1 mol/Lとした。水酸化ナトリウムおよび水酸化カリウムでは濃度を 50%とし

た。試験温度は酸溶液では 37℃、アルカリ溶液では 90℃とした。浸漬試験終了後、各溶液中の試

料から溶出した金属イオン濃度を ICP-OES を用いることで測定し、各試料の耐食性を評価した。

また、Raman 分光法、XPSによって試料の膜構造および表面状態を評価した。 

 

3. 実験結果 

 ICP-OES による浸漬試験後の塩酸中の溶出金属イオン量の測定結果を Table 1 に示す。Table 1

より DLCコーティングした SDLCの各金属イオン量は半分となり耐食性向上が確認できる。さら

に、DDLCは SDLCよりも金属イ 

オンの溶出量を抑制したことが確 

認できる。また、DDLCでは SUS 

に含まれる微量金属の Crや Ni は 

検出限界以下であった。 

 

Table 1 Amount of metal ion from each sample in HCl solution 

Sample Film thickness [µm] Fe [ppm] Cr [ppm] Ni [ppm] 

SUS No film 513 120 51.4 

SDLC 1 271 61.6 27.8 

DDLC 1 (0.5+0.5) 1.64 ND ND 

 ND : Fe,Cr : ≤0.0084 [ppm] , Ni : ≤0.017 [ppm] 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)13p-S301-15 

© 2021年 応用物理学会 05-248 6.2


